
5類感染症

・検査による診断後に診断した医師より発生届提出（診断後７日以内に提出）届出

医療機関の対応の流れ

※4週間以内に同一菌種による感染が3例以上発⽣した場合★不明点がある場合には保健所にご相談ください。

5類感染症

保健所が医療機関に確認する情報

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症（CRE）
バンコマイシン耐性腸球菌感染症（VRE）

【調査内容(共通)】 確認項目
患者の情報 判明までの経過、入院病棟(転棟や転室歴含む)、現病歴/既往歴投与薬と期間、入院前の居所、同居家族の有無
感染対策 院内感染対策実施状況(委員会の開催や環境整備など)、医療従事者の感染対策実施状況、保菌調査・遺伝子調査実施の有無
菌株 菌株保管状況の確認、保管・譲渡依頼

アウトブレイク※となり医療機関で接触者をリストアップ
CREまたはVREを検出

結果を保健所へ報告医療機関で接触者の保菌者検索を実施
３例以上発⽣終了

保健所が医療機関へ聞き取り調査を実施発生届を保健所へ提出（診断後7日以内）４週間以内の同一菌種による感染発生件数を確認なしor３例未満
問診・検査

接触者の健康診断（アウトブレイク時）

R7.3月 奈良県郡⼭保健所作成

保菌者検索の対象者※1例目の患者の症状出現時以降（無症状の場合は1例目判明以降）【医療従事者】・おむつ交換や排泄物処理など患者の便や尿と接触するような処置を実施した者・患者と直接接触があった者（歩⾏介助やリハビリ等）・患者周囲の環境に触れた者（ベッド周辺やトイレ、ドアノブ、リネン等）【患者】・患者と環境等の共有があった者（同室やトイレ、入浴場所の共用者）・患者と同じ医療スタッフからケアや処置を実施された者
★保菌者検索

医療機関で1〜3例目までの接触者を調査し接触者リストを作成、保菌調査を実施し、実施日と結果を保健所へ報告する。出典︓厚⽣労働省ホームページ


